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広　告

子
ど
も
の
人
権
相
談
所
・

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
所

　
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
、

「
い
じ
め
」
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権

問
題
や
女
性
の
悩
み
ご
と
の
相
談
を

受
け
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

と 

１
月
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

ば 

深
江
公
民
館

お 

長
崎
地
方
法
務
局
島
原
支
局

☎
０
９
５
７
（
６
２
）
２
５
１
３

今
ド
キ
夫
婦
の
保
険
え
ら
び

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
講
座
」

　
「
保
険
っ
て
複
雑
で
よ
く
わ
か
ら

な
い
。」「
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
特
約

つ
け
た
け
ど
、本
当
に
必
要
な
の
？
」

「
保
険
料
が
家
計
を
圧
迫
。
安
く
な

ら
な
い
の
？
」
な
ど
、
そ
ん
な
疑
問

を
ス
ッ
キ
リ
解
決
！

と 

１
月
19
日
㈯  

午
前
10
時
〜
正
午

ば 

西
有
家
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
カ

ム
ス

対 

小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る

（
ま
た
は
そ
の
予
定
が
あ
る
）
親

※

夫
婦
で
の
参
加
大
歓
迎

定 

30
人

り 

無
料

も 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
氏
名
と
連

絡
先
明
記
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

お 
南
島
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
７
（
８
２
）
３
０
１
０

℻
０
９
５
７
（
８
２
）
３
０
８
６

介
護
ベ
ッ
ド

す
き
間
が
危
な
い
！

　
介
護
ベ
ッ
ド
用
手
す
り
（
サ
イ
ド

レ
ー
ル
な
ど
）
に
よ
る
死
亡
・
重
大

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
危
険
な

部
分
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、

正
し
い
使
い
方
に
よ
っ
て
未
然
に
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

消
費
者
庁
﹇
検
索
﹈

お 

南
島
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
７（
８
２
）３
０
１
０

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

取
り
扱
い
に
注
意

　
例
年
、
冬
に
な
る
と
暖
房
器
具
に

よ
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

今
冬
は
節
電
対
策
の
た
め
、
石
油
を

燃
料
と
し
た
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
に
よ
る
の
火
災
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
近
く
に
洗
濯
物

を
干
さ
な
い
。

●
給
油
を
す
る
際
に
は
一
度
消
火
す

る
。

●
誤
給
油
に
注
意
す
る
。

●
寝
る
と
き
は
必
ず
ス
ト
ー
ブ
な
ど

は
消
火
す
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
近
く
で
殺
虫
剤

な
ど
の
ス
プ
レ
ー
を
使
わ
な
い
。

お 

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
消

防
本
部 

予
防
課

☎
０
９
５
７
（
６
２
）
５
８
５
７

第
10
回
長
崎
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者

募
集

と 

５
月
11
日
㈯

ば 

長
崎
市
総
合
運
動
公
園
か
き
ど

ま
り
陸
上
競
技
場
ほ
か

り 

５
０
０
円
／
人
（
参
加
手
数
料
）

●
参
加
資
格
／
県
内
在
住
の
60
歳
以

上
（
昭
和
29
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）

●
種
目
／
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
マ

ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
水
泳
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
、
わ
の
わ
リ
ン
グ
、
ロ
ー

ン
ボ
ウ
ル
ス
（
全
19
種
目
）

※

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ロ
ー
ン
ボ
ウ
ル

ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、

南
島
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
予
選
会
を
行
い
、
参
加
者
を

決
定
し
ま
す
。

●
受
付
期
間
／
１
月
４
日
㈮
〜
２
月

19
日
㈫

も 

福
祉
課
、
南
島
原
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
南
島
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
各
競
技
団
体
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

お 

福
祉
課

☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
５
１

　寛政４（1792）年５月21日（旧暦４月１日）の午後８時ごろ、眉山南側
の山体（天狗山）が強い地震によって崩壊しました。崩壊で発生した大量の
土砂（岩屑なだれ）は、麓の町を埋め尽くしながら、一気に有明海に流れ込
み、大きな津波を発生させました。この時発生した大津波は、島原城下で標
高10メートル付近までかけ上ったほか、対岸の熊本、天草沿岸も襲いました。
この災害による死者は約15,000人におよび、日本最大の火山災害となって
います。島原半島には、被害の大きかった当時の７村に供養塔が建立され、
広範囲で被害が発生したことを今に伝えています。島原市沖に点在する九十
九島は、この災害の時にできた島です。

　島原図書館には、肥前島原松平文庫所蔵の「島原大変大地図」など、この大変と大
惨事を伝える多数の資料が残されています。また、がまだすドームでは、歌舞伎の手
法を取り入れたシアター「島原大変劇場」で学習できます。
　白土湖は、大変によって湧き水が溜まりできた湖で、当初は、東西約180メートル、
南北約900メートルと現在の約４倍の大きさがありました。音無川は、当時拡大を続
けていた白土湖の湧水を抜くための水路で、旧海岸線に沿って掘り進めて作られ、水
路を流れる水の音が無いので「音無川」と名付けられました。

「地元のこんなら、まかしちょけ！」の超ベテランから、「ジオパークばもっと知りたか！」
の好奇心旺盛な人、島原半島ジオパーク検定を受けてみませんか？
　今回は初級編に加えて新たに中級編も開催します。前回初級編に合格した人も、チャ
レンジしてみましょう。なお、試験問題は、「島原半島ジオパークのことがわかる本」
2012年度改訂版から70％以上出題します。初級編は全て３択問題、中級編は、70％
が３択問題、30％が筆記問題です。
と ２月24日㈰　午前10時30分～
ば 深江公民館
り 高校生以上…1,050円、中学生以下…525円
も 「島原半島ジオパークのことがわかる本」に同封されている
　 検定申込用紙に必要事項を記入の上、申し込んでください。
　 ※本は、ジオパーク検定事務局にて500円で販売しています。
〆 １月15日㈫～２月７日㈭（必着）

■お問い合わせ
　島原半島ジオパーク推進連絡協議会
　〒855-0879 島原市平成町１－１
　（雲仙岳災害記念館内）
　☎０９５７（６５）５５４０

島原半島
島原半島ジオパークを再発見‼島原半島ジオパークを再発見‼

ジオパーク検定
初 級 編 中 級 編 開催

がんせつ ふもと

お問い合わせは…南島原市役所　☎０５０（３３８１）５０００
＊省略文字説明／と：日時　ば：場所　な：内容　定：定員　り：料金　対：対象者
　　　　　　　　し：応募締切　も：申込方法　問：申し込み・お問い合わせ くらしの情報

お　
知　
ら　
せ

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
　

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

平
成
24
年
11
月
分

　

次
の
方
か
ら
、
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ー
敬
称
略
ー　

▼
一
般
寄
附　

・
平
木　
清
隆
（
加
津
佐
町
）

つなごう未来へ！島原半島世界ジオパーク

島原半島世界ジオパークを
楽しむために

島原半島世界ジオパーク
キャラクター「ジーオくん」

島原半島世界ジオパーク
キャラクター「ジーナちゃん」

眉山

白土湖

眉山の崩壊と大津波
Part⑥

　今月は、島原大変による眉山の山体崩壊と、その後にできた白土湖と音無
川を紹介します。
　島原大変は、寛政４（1792）年に発生した大きな地震により、眉山が崩壊
したことによる一連の災害を指します。


